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はじめに
○自己嫌悪感とは「自分が、自分で、今の自分が
いやだと感じること（佐藤，1994）」である

⇒自己嫌悪感は、嫌だと感じる主体と感じる対象
が同じ感情である

○自己嫌悪感は大学生へと成長するにしたがって
それを感じる要因が分化し（佐藤，1994）、大学生
でもっとも強く感じる感情である（佐藤，2001a）



目的
○大学生における自己嫌悪感について、どのよう
なことが影響を与えるのか探る

○自己嫌悪感への対処行動や抑うつとの関連を
調べ、自己嫌悪感が具体的にどのような感情であ
るのか検討する



方法
〈調査日〉

2018年7月11日

〈対象者〉

奈良女子大学の学生

〈調査方法〉

質問紙調査

〈回収率〉

176部（96％）

〈アンケート質問項目〉
Ⅰ 基本属性
・学年、下宿の有無

Ⅱ 生活環境に関する質問
・睡眠状況、学業状況など

Ⅲ 自己嫌悪感尺度についての質問

Ⅳ 自己嫌悪感への対処行動についての質問

Ⅴ 抑うつ自己評価尺度についての質問

Ⅵ 自由記述



結果① 自己嫌悪感得点との相関

○自己嫌悪感の規定因と自己嫌悪感の相関分析
を行った。

⇒その結果、「学業に費やす時間が十分だと思う
かどうか」と自己嫌悪感得点に負の相関がみられ
た。

自己嫌悪感
学業に費やす時
間が十分かどうか



結果② 自己嫌悪感への対処行動

○自己嫌悪感への対処行動に関する項目について
因子分析した結果、2因子が妥当であると考えた。

⇒それぞれ「改善因子」、「正当化因子」と名付けた。

○正当化因子尺度得点と、自己嫌悪感・抑うつ自己
評価得点に負の相関がみられた。

正当化因子尺度
自己嫌悪感

抑うつ自己評価



結果③ 自由記述
〈行動〉 ・こうすればよかったと思うとき

〈性格〉 ・変わりたいと思っているのに変われない

〈学業〉 ・テストの成績が悪い、遅刻をするなど大学での授業に集中でき

ていないとき

〈能力〉 ・他人はできているのに自分だけできないとき

〈コミュニケーション〉 ・人とうまくコミュニケーションが取れないとき

〈計画性〉 ・しなければならないことを後回しにしてしまうとき

〈容姿〉 ・見た目に対して嫌だと思う



考察① 自己嫌悪感に影響を与える要因

テストの成績、学業
に費やす時間が
十分かどうか

⇒学業に関する悩み
自己嫌悪感

時間を理想通りに
使えたかどうか



考察② 対処行動からみる自己嫌悪感

自己嫌悪感を感じた
とき、「正当化しよう」

と対処する

自己嫌悪感を感じた
とき、「改善しよう」
と対処する

抑うつを感じる程度に
影響を与えない

⇒しかし、改善しようとする行動
から自分を成長させることに
繋がる可能性がある

抑うつを感じる程度が低くなる

⇒しかし、正当化する行動から今
の自分に満足し、成長のための
行動に繋がらない可能性がある
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